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問 消防本部予防課☎️22-0332　FAX22-9427消防だより

チケット情報
み ず ほ 文 化 セ ン タ ーひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

12月の休館日：4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪、29日㈮～31日㈰

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）

12月の休館日：5日㈫、12日㈫、19日㈫、26日㈫ 、29日㈮～31日㈰

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

2024年 3月2日㈯ 15:00 エコーホール

【12月9日㈯9:00～予約開始】友の会5,000円

＜出演＞ピアニスト 青木智哉

彦根亭落語会　おもしろハッピー落語会in彦根
【共催事業】彦根エコーオーケストラ
　　　　　　　　第25回記念 定期演奏会 

～知らない人に笑われ続けて～
綾小路きみまろ　
爆笑！！スーパーライブ2024 

指定

※書道具をご持参ください。

しめ縄づくり
12月2日㈯　10:30/13:30/15:00
こども向け体験講座2023

【好評発売中】 

彦根亭 みずほ寄席 

     一般　     前売：１,500円 当日：1,800円

vol.51 「新春落語まつり」 

　「ほっかほかラジオ」でお馴染
みの笑福亭晃甁さん出演の新春
落語会です。初笑いは、ぜひみず
ほ寄席で！

託児あり（有料・要予約）小学生以上

指定

2024年 3月9日㈯ 14:00 グランドホール

【参加費】800円　【定員】各10名（先着）

【いずれも11月4日㈯ 9:00～受付開始】

※彦根市内に在住および通学の小中学生は無料招待がございます。
詳しくはお問い合わせください。

自由
一般3,500円　大学生以下1,500円 ※当日各500円増

親子室利用可小学生以上

12月10日㈰　14:00
書き初め 【参加費】500円　【定員】各10名（先着）

【12月8日㈮9:00～販売開始】 

【12月16日㈯9:00～予約開始】一般5,000円
託児あり（有料・要予約・未就学児）18歳以上

　中高年のアイドル、綾小路きみまろが再び彦根に
やってくる！絶好調ノンストップトークで会場を笑い
の渦に巻き込むこと間違いなし！

2024年1月13日㈯14:00 多目的ホール

＜出演＞笑福亭晃瓶、笑福亭瓶吾、
　　　  笑福亭呂好、 笑福亭呂翔

 高校生以下　前売：１,000円 当日：1,200円
　今年で25回を迎える彦根生まれのプロオーケストラによる
定期演奏会。国内外で活躍する彦根にゆかりのある演奏家が
集い、素敵な音楽を奏でます。

2024年3月9日㈯14:00 多目的ホール
彦根亭 みずほ寄席 vol.52弥生公演 
自由

前売500円　当日600円
【1月13日㈯　発売開始】 

託児あり（有料・要予約）

小学生以上

　お馴染みの松竹芸能の愉快な面々が笑いを届けます。
おおいに笑って春を呼び込みましょう！

暖房器具の取り扱いにご注意を！暖房器具の取り扱いにご注意を！ -- 火災を未然に防ぎましょう火災を未然に防ぎましょう --
毎年、暖房器具による火災が発生してお

り、中でも、ストーブが原因となる火災が多
くなっています。
　これから暖房器具を使用する機会が増え
ます。火災を防ぐために、次の点に注意しま
しょう。
＜ストーブを使用する時の注意点＞
▶︎石油ストーブの燃料は灯油です。ガソリン

は使用しないでください。
▶︎ストーブの近くに紙・衣類など燃えやすい

物を置かないでください。また、ストーブ
の上で洗濯物を干さないでください。洗濯
物が落下して、火災が発生するおそれがあ
ります。

▶︎ストーブを使用するときは、こまめに換気
を行ってください。換気が不足すると、灯
油やガスが不完全燃焼して、一酸化炭素中

毒を起こす原因になります。
▶︎地震などの揺れで転倒しないように、固定

する必要のあるストーブはしっかり固定
してください。

▶︎煙突がついているものは、指定の金具や支
線などを使用して固定してください。

＜給油時の注意点＞
▶︎石油ストーブに給油する場合は、ストーブ

の火を消し、火が消えたことを確かめてか
ら給油してください。

▶︎カートリッジタンク式のものは、給油後、
タンクのふたを確実に閉めてください。

＜点火や消火の確認＞
▶︎点火後は、炎の調節を行い、正常に燃焼し

ていることを確認してください。
▶︎外出時や就寝時には、完全に消えているこ

とを確認してください。

除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が雪
に埋まると、消火用水の確
保に時間がかかり、火災が
広がり、被害が拡大してし
まいます。積雪時には消防
署でも除雪作業を行って
いますが、管内の消火栓な
どを全て除雪することは
できません。お住まいの周
辺で、雪に埋もれた消火栓
などがあった場合は、除雪
にご協力をお願いします。
問  消防本部警防課
☎️ 22-0337
FAX 22-9427

　令和６年から彦根市消防出初式の第２部会場（式典）の開催場所が、大手前保存用地（金亀町）からひこね市文
化プラザ（野瀬町）へ変更となります。ご観覧いただく際にはお間違えのないようお願いします。
　詳細については、令和６年１月号の広報ひこねでご確認いただきますようお願いします。

出初式の開催方法が変わります

● 人口と世帯数（11 月 1 日現在）
人口：111,221 人　　（− 33）
男性：   55,516 人　　（− 21）
女性：   55,705 人　　（− 12）
世帯数：50,682 世帯（+  33）
※（　　）内は前月比

▶︎彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。
問 障害福祉課☎ 27-9981　FAX 30-9231
▶︎外国語版（英語、中国語、ポルトガル語、ベトナム語）の広報ひこね（編集版）を発行しています。
問 人権政策課☎ 30-6113　FAX 24-8577
▶︎廃棄する場合には古紙回収に出してください。
▶︎広報ひこねは54,850部作成し、１部当たりの単価は17 円（１円未満切り捨て）です。
　原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

博物館だより
彦根城博物館 ☎ 22-6100 FAX 22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30 〜 17：00（入館は 16：30 まで）

　龍は中国に起源を持つ想像上の霊獣です。日本では
龍神として信仰されるとともに、めでたい存在として
も尊ばれ、親しまれてきました。辰年にちなみ、龍を
表わしたさまざまな作品を紹介します。
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「彦根藩領の湊と船
  ―船役所の機能を中心に―」

「龍―天翔る霊獣―」
令和 5 年 12 月 14 日㈭～令和 6 年 1 月 15 日㈪

　彦根藩船役所は、藩領内の湊や
船、漁業などの支配に当たってい
ました。その職掌・機能や湊の様
相について、彦根藩の御水主 ( お
んかこ ) であった磯崎家に伝わっ
た古文書などから考えます。

■【休館日のお知らせ】11 月 7 日㈫～ 12 月 13 日㈬、12 月 25 日㈪～同 31 日㈰

テ
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展

■スライドトーク
【日時】12 月 16 日㈯
14：00 ～（30 分程度）

【講師】当館学芸員　　
【場所】講堂
※無料（観覧料は別途必要）
※当日受付 ( 先着 50 人、
　受付は 13：30 ～ )

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、
日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

【日時】令和 6 年 1 月 13 日㈯ 14：00 ～ 15：30
【講師】当館学芸員　　【場所】講堂
※資料代 100 円（観覧料は別途必要）
※当日受付 ( 先着 50 人、受付は 13：30 ～ )
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